
教育データに係る非識別加工情報の活用のイメージ②

○教材会社などの事業者からの提案を受け、市町村が保有する教育に関するデータのうち、校務支援システムに記録
されている、教員の週指導計画案に関するデータ及び児童生徒の単元別評価情報を、非識別加工して提供。

○提供を受けた事業者は、非識別加工情報に含まれる教員の指導内容・利用教材のデータ、児童生徒の成績に関する
情報等を分析して、教材の販売戦略の策定や、教材の開発・改良等を行う。

○この取組により、教員が、教材の利用に関する優良事例やベテラン教員の経験を活用して授業を行えるようになり、
教員の指導力の向上が図られるとともに、授業効果の高い教材が開発され、児童生徒の学力の向上が期待される。

※ 教員の週指導計画案に関するデータ及び児童生徒の単元別評価情報は、現に一部の地方公共団体が校務支援システムに記録し管理して
いる個人情報であり、そのような団体が非識別加工情報の仕組みを導入した際には、提案募集の対象となり得ると想定し、本ユース
ケースを作成した。

地方公共団体

学力の向上

非識別加工
情報の提供

・指導マニュアルの開発・提供
・教材の販売戦略の策定
・授業効果の高い教材の開発

事業者

例えば…

教員の指導力の向上

・ベテランの教員はどのような指導を行っ
ているのかを分析非識別加工

情報をその
用に供して
行う事業に
関する提案

・若手の教員はどのような教材を使用す
る傾向があるかを分析

・どのような教材とどのような教材を組
み合わせて授業を行っているかを分析

・使用している教材や指導内容と、指導
に要した時間や生徒の評価（成績）との
相関関係を分析し、どのように教材を
利用すると効率的で効果的な授業が実
践できるのかを研究

《データの分析》
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「教員の週指導計画案」及び「児童⽣徒の単元別評価情報」に係る⾮識別加⼯情報の加⼯イメージ
①

教職員ＩＤ

②
教職員姓名

③
学校コード

④
⽣年⽉⽇

⑤
性別

⑥
勤務年数

⑦
役職

1001 教育次郎 12347 1983.1.1 男 10年 6年1組担任

教員個⼈属性情報テーブル

⑧年度 ③学校コード ⑩教科 ⑪学年 ⑫単元コード ⑬単元名称
2018 12347 算数 6 25 円の⾯積の求め⽅

単元マスタ情報テーブル

⑧年度 ⑭⽉⽇ ③学校コード ⑪学年 ⑮組 ⑯時限 ⑩教科 ⑫単元コード
2018 12⽉1⽇ 12347 ６ 1 1 算数 25
2018 12⽉1⽇ 12347 6 1 5 算数 25

週指導計画案 クラス情報

⑧
年度

⑭
⽉⽇

③
学校

コード
⑪

学年
⑮
組

⑯
時限

①
教職員
ＩＤ

⑰
指導内容

⑱
時間

（分）

2018 12⽉1⽇ 12347 6 1 1 1001

学習コンテンツAを利⽤しおうぎ
形を並べ替え、平⾏四辺形から⻑
⽅形に近づいていくことを確かめ
る。
その際に学習コンテンツBを利⽤
し、⾯積を求める演習を実施する。

45

2018 12⽉1⽇ 12347 6 1 5 1001

前回に引き続き、学習コンテンツ
Bを利⽤し、⾯積を求める演習を
実施する。
演習後、５つの課題について、プ
ロジェクターを⽤い、各２名の計
算過程をサイドスクリーンに投影
し、講評を⾏う。

45

週指導計画案 教職員の指導情報

⑧年度 ⑭⽉⽇ ③学校コード ⑮組 ⑯時限 ①教職員ＩＤ ⑲指導教材コード
2018 12⽉1⽇ 12347 0601 1 1001 学習コンテンツA
2018 12⽉1⽇ 12347 0601 1 1001 学習コンテンツB
2018 12⽉1⽇ 12347 0601 5 1001 学習コンテンツB

週指導計画案 教職員の利⽤教材情報

①
仮教職員ＩＤ

③
仮学校コード

④
年齢

⑤
性別

⑥
勤務年数

a1b2 cx2xc 30代 男 10〜14年

教員個⼈属性情報テーブル

⑧年度 ③仮学校コード ⑩教科 ⑪学年 ⑫単元コード ⑬単元名称
2018 cx2xc 算数 6 25 円の⾯積の求め⽅

単元マスタ情報テーブル

⑧年度 ③仮学校コード ⑪学年 ⑮組 ⑭＋⑯通算授業回数 ⑪教科 ⑫単元コード
2018 cx2xc 6 Ｃ 123 算数 25
2018 cx2xc 6 Ｃ 124 算数 25

週指導計画案 クラス情報

⑧
年度

③
仮学校
コード

⑪
学年

⑮
組

⑭＋⑯
通算

授業回数

①
仮教職
員ＩＤ

⑰
指導内容

⑱
時間

（分）

2018 cx2xc 6 C 123 a1b2

学習コンテンツAを利⽤しおう
ぎ形を並べ替え、平⾏四辺形か
ら⻑⽅形に近づいていくことを
確かめる。
その際に学習コンテンツBを利
⽤し、⾯積を求める演習を実施
する。

45

2018 cx2xc 6 C 124 a1b2

前回に引き続き、学習コンテン
ツBを利⽤し、⾯積を求める演
習を実施する。
演習後、５つの課題について、
プロジェクターを⽤い、各２名
の計算過程をサイドスクリーン
に投影し、講評を⾏う。

45

週指導計画案 教職員の指導情報

⑧
年度

③仮学校
コード

⑪
学年

⑮
組

⑭＋⑯
通算授業回数

①仮教職員
ＩＤ

⑲
指導教材コード

2018 cx2xc 6 C 123 a1b2 学習コンテンツA
2018 cx2xc 6 C 123 a1b2 学習コンテンツB
2018 cx2xc 6 C 124 a1b2 学習コンテンツB

週指導計画案 教職員の利⽤教材情報

⑳
児童⽣徒ID

㉑児童
⽣徒名称

㉒
性別

③学校
コード ㉓学校名称 ⑪

学年
⑮
組

㉔出席
番号

12000001 総務⽉⼦ 男 12347 南東京市⽴第三⼩学校 6 1 40

児童⽣徒属性情報テーブル

⑧年度 ⑳児童⽣徒ID ③学校コード ⑪学年 ⑮組 ⑩教科 ⑫単元コード ㉕評価
2018 12000001 12347 6 1 算数 25 Ａ（⼤変良い）

児童⽣徒単元別評価情報
⑳仮児童⽣徒ID ③仮学校コード ⑪学年 ⑮組

jihgfedc cx2xc 6 C

児童⽣徒属性情報テーブル

⑧年度 ⑳仮児童
⽣徒ID

③仮学校
コード ⑪学年 ⑮組 ⑩教科 ⑫単元コード ㉕評価

2018 jihgfedc cx2xc 6 C 算数 25 Ａ（⼤変良い）

児童⽣徒単元別評価情報

規
則
第
11
条
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
の

措
置
を
実
施

非
識
別
加
工
情
報

同
条
第
５
号
に
基
づ
く
措
置
を
実
施
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「教員の週指導計画案」及び「児童⽣徒の単元別評価情報」に係る
主な項⽬の⼀覧

Ｎｏ 項⽬ 加⼯のイメージ

1教職員ＩＤ 全部削除する、あるいは仮ＩＤに
置き換え(※1)

2教職員⽒名 削除

3学校コード 仮ＩＤに置き換え

4⽣年⽉⽇ 10歳刻みの年齢に置き換え

5性別 加⼯なし

6勤務年数 ５年刻みの勤務
年数に置き換え

7役職 削除

8年度 加⼯なし

9⽉⽇ 「時限」と合わせて、教科ごとの
「年度通算授業回数」に置き換え

10教科 加⼯なし
11学年 加⼯なし
12単元コード 加⼯なし
13単元名称 加⼯なし

Ｎｏ 項⽬ 加⼯のイメージ

14組 削除

15時限
「⽉⽇」と合わせて、教科ごと
の「年度通算授業回数」に置き
換え

16指導内容 教職員や児童⽣徒が特定される
ような特異な記述は削除(※2)

17時間 加⼯なし

18指導教材コード 加⼯なし

19児童⽣徒ID 全部削除する、あるいは仮IDに
置き換え（※1）

20児童⽣徒名称 削除
21性別 削除
22学校名称 削除
23出席番号 削除
24評価 加⼯なし(※2)

※1 定期的に仮IDを変更することが望ましい。(事務局レポートP21参照)

※２ 当該個人情報ファイルの性質を勘案し、その結果を踏まえた適切な措置(規則第11条第５号)を実施。
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介護データに係る非識別加工情報の活用イメージ

○ケアプランの開発・提供を行う事業者からの提案を受け、市町村が保有する介護に関するデータ（*）に係る、
非識別加工情報を作成して提供。

○提供を受けた事業者は、非識別加工情報に含まれる個人属性情報、認定情報、介護給付状況に関するデー
タを用いて、ＡＩも活用して、

① 高齢者の疾患や容態による特性の分析
② 高齢者の容態像別のサービス利用状況の分析
③ 自立支援による効果的なケアプランの抽出と分析

を行い、その分析結果を用いて、介護事業者や保険者である市町村からの相談に応じて、ケアプランの開発・
提供や、介護予防事業の企画等を行う。

○この取組により、高齢者における介護予防が図られるとともに、介護給付費の適正化等にも繋がることが期待。

*：介護保険に関する資格の得喪、保険料・給付業務の管理などを目的として収集した個人情報を含むデータ

非識別加工情報
の提供 疾患・容態に対応した

効率的なケアプランの
開発・提供

事業者地方公共団体

介護予防の推進

・自立支援の実施状況と容態の相関
関係の分析により効果的なケアプラ
ンを抽出

・どのような疾患でどのような容態にな
ると介護サービスが必要になるのかを
分析

例えば…

《データの分析》非識別加工情報
をその用に供して

行う事業に関する
提案
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介護データに係る加工例のイメージ

項⽬ 加⼯のイメージ

① 被保険者番号 削除(※1)

② ⽒名 削除

③ 住所 削除

④ ⽣年⽉⽇
⽣年⽉に置き換え
超⾼齢であることが分かる
⽣年⽉等を削除する

⑤ 性別 加⼯なし

⑥ 認定調査票の基本項⽬ 特異な情報の削除(※2)

⑦ 要介護状態区分 加⼯なし

⑧ サービス利⽤年⽉ 加⼯なし

⑨ サービスコード
利⽤が極めて少ないサービ
スコードを削除、あるいは
上位概念に該当するコード
に置き換える(※2)

⑩ サービス利⽤状況
（⽇数・点数）

特異なサービス利⽤状況の
削除あるいはトップコー
ディング等(※2)

⑪ サービス提供事業者番号 削除

被保険者
番号 ⽒名 住所 ⽣年⽉⽇ 性別

1234567890 佐藤 ⼀雄 東京都○○市○○町１－１－１ 昭和18年２⽉19⽇ 男

被保険者
番号

認定調査票 要介護
状態区分… 歩⾏ … 排尿 …

1234567890 …
つかま
れば可 …

⼀部介
助 … 要介護３

被保険者
番号

サービス
利⽤年⽉

サービス
コード

サービス利⽤状況
（⽇数・点数）

サービス提供
事業者番号

1234567890 平成29年６⽉ 111175 15⽇・25,260点 12345678

1234567890 平成29年７⽉ 111175 16⽇・26,944点 12345678

1234567890 … … … …

認定情報テーブル

個人属性情報テーブル

介護給付情報テーブル

②① ③ ④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨

①

① ⑩ ⑪

⽣年⽉ 性別

昭和18年２⽉ 男

認定調査票
要介護
状態区分… 歩⾏ … 排尿 …

…
つかま
れば可 …

⼀部介
助 … 要介護３

サービス
利⽤年⽉

サービス
コード

サービス利⽤状況
（⽇数・点数）

平成29年６⽉ 111175 15⽇・25,260点

加工後テーブル

④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩

規
則
第
11
条
第
１
号

か
ら
４
号
の
措
置
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※2 提供するデータの期間による属性情
報の蓄積量によって、特定の個⼈の識
別性や元の個⼈情報への復元性に影響
するかどうかの検討を⾏うことが望ま
しい。(事務局レポートP29参照)

※1 仮IDに置き換える場合は、定期的
に仮IDを変更することが望ましい。
(事務局レポートP21等参照)

（サービスコードの一例）
114845 訪問介護・身体介護01
117211 訪問介護・生活援助２ 等

・・・

･･･ ･･･ ･･･

･･･ ･･･ ･･･

【規則第11条第５号に基づく措置】
〇同条第１号から第４号までの加工を施した上で、他に必

要となる措置がなかどうか勘案し、別表第１(行政機関
非識別加工情報の加工に係る手法例)の手法等により
適切な措置を講じなければならない。

非識別加工情報
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